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16 錬田文子・原野昭雄 ・上田 智
溶出順に HbAla,HbAlb, HbAlcと分けられ，中でも HbAlcがその大部分を占めている。
1968年 Rahbarら1)により，HbAlc分画が糖尿病患者の血液に増加する ことが発表されて以
来，多くの研究者らにより研究がなされ， HbAlcは， 糖尿病患者の長期に おける血糖値のレ
2) 3)4) 5) 
ベルモニタ ーとして臨床に重要視 されてきた。しかし従来の大型カラムを用いた方法で
は，手技が繁雑で長時間を要し日常検査法と しては困難であるため，カラムの長さ を短くした
6)7) 8)9) 1 0) 





方法は表 lに示 した市販キ・ノト 6製品について，添付の説明書の指示に従って検討した。な




測定法 A B C D E F 
陽イオン父換 脂陽イ` オ— ン父ー換ムン簡樹ト アフィニティ
測定原理 樹脂ミ ニカラ <—カフ HPLC法 ークロマトグ 電気泳動法
フィチン酸分
ム法 易法グラジェ ラフィー法 光光度法
測定機器 分光光度計 分光光度計
自動分画測定 電気泳動装置 ABBOTT-20C 
装置 分光光度計






l) 抗凝固剤について： 各種抗凝固剤を用いて採血し，これを試料として glycosylatedHb 
の測定を行い，抗凝固剤の影蓉について検討 した。EDTAはどの測定法においても良好であ
った。ヘパ リンや NaFの使用では， フィチン酸分光光度法において高値の結果を得た。
2) Hb濃度による影器 ： 試料中の Hb濃度変化に伴う測定値の変動について検討した。図
1は Hbの段階希釈液における測定値をプ ロ・ノ トしたもので， HPLC法，電気泳動法および
フィチン酸分光光度法で多少の変動をみた。
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図 l Hb濃度変化によ るglycosylatedHb値の変動
血液
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1) 温度の影報 ： カラム操作時における温度の影蓉について検討した。温度変化による測定
値の変動はミ ニカラ ム法が最も大であり， 23℃における測定値を基準として比較すると，士4℃
の温度変化で測定値の士 15彩の変動をみた。これに対しミ ニカラムの簡易グラジ ェント方式を
採用した B法では士 5彩程度の変動におちついた。また，アフィニティ ークロマトグラフィ ー
法においても，温度の影皆が見られた。
2) 測定精度について： 各測定法の重複測定による同時再現性および日差変動を表 2に示し
た。同時再現性はいずれの測定法も，変動係数 CV=1.3~2.8彩と良好であった。また日差変
動は自動分析機を用いた HPLC法，用手法のアフィニティ ークロマト 法で，前者は CV=3.3






x士SD CV(¾) x士SD CV(¾) 
A 法 6.84士 0.17 2.4 6 19土 0.42 6.7 
B 法 7. 24士 0.20 2. 7 7 19土 0.48 6.7 
c法(HbA1c) 5 37士 015 2.8 5.39士0.18 3.3 
c法(HbAt) 7.43士 0.17 2.3 7. 38土 0.18 2.5 
D 法 5.68士 0.08 1. 3 5.66士0.22 3.8 
E 法 7.03士 0.16 2.2 7.37士0.35 4.8 
F 法 6.74土 0.18 2.7 5 63土 080 14 3 
3) 臨床データ： 糖尿病患者および非糖尿病者の glycosylatedHb値(;士 SD)を図 3に
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ルにホウ酸ィオンを結合した樹脂で， cis glycol構造を持つものと反応する。 よって前者と
原理的に異なるので， HbFの混入を避けることが出来る。また最近では，急激な血糖レベル変






って測定値の変動がみられることから ，試案に対する Hbの変動が，日差変動を大きく した原




HbAI a, HbAI b等についての意義はいまだ不明20)である。ミ ニカラム法，電気泳動法，フ
ィチン酸分光光度法等が HbAIの測定に対し，ミニカラ ムの簡易グラジ ェント方式では展開
液で HbAia+b分画を流出させていることから，測定値はむしろ HbAicに近い値となってい
る。また，glucoseの修飾は Hbの8鎖N末端のみでな<,8鎖 Lysin残基，a鎖等々 ，他の位
置への posttranslationalmodification2])がおこなわれることが知られている。これら
について，今までの測定法では読みとることが出来ない。アフィニティーゲルを用いた場合，
先に述べた cisglycol構造を持つ全てが反応する といわれている。また Dr.Bunnらの報窟
によると，糖尿病患者において HbAicと同様に glycosylatedHbAoの増加も認められてお
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